（ 別添 ）

　　

（体罰防止マニュアルより）

（１）担任として

	番号
	大切にしていく項目
	チェック

	１
	子どもとのふれあいを大切にし、不安や喜びなど心の内面を共感的に受け止める生徒指導を進めているか
	はい
	いいえ

	２
	カウンセリングマインドを持って、子どもの話を聴いているか
	はい
	いいえ

	３
	学級の問題を一人で抱え込んでいないか。他の教職員と連携して指導することにためらいはないか
	はい
	いいえ

	４
	清掃活動などの場面で、子どもとともに汗を流しているか
	はい
	いいえ

	５
	行事を通して「一緒にやり遂げ自信をつける指導」の工夫をしているか
	はい
	いいえ

	６
	子どもどうし、または担任と子どもが、心と心のぶつかり合える場面をつくっているか
	はい
	いいえ

	７
	保護者に対して一方的に要求していないか。保護者のよき相談者になるよう心がけているか
	はい
	いいえ

	８
	家庭訪問等をとおして保護者との連絡を密にしているか
	はい
	いいえ

	９
	子どもの問題行動を教職員にとって厄介なものとして捉えていないか。問題行動を子どもが援助を求めているサインとして捉えているか
	はい
	いいえ


（２）教科担当として
	10
	自分本位の指導観や画一的な指導に陥っていないか
	いない
	いる

	11
	指導内容や指導方法の改善を行うなど、魅力ある授業づくりに努めているか
	はい
	いいえ

	12
	教職員どうしが授業を参観しあうなど、協力して指導力を高める努力をしているか
	はい
	いいえ

	13
	たとえ誤答であっても考え方や取組み方を認めながら、自分で誤りに気付くように援助をしているか
	はい
	いいえ

	14
	理解に時間を要する子どもに厳しい叱責をしたり、人間性まで否定してしまうような言葉を浴びせたりして子どもの意欲をそいでしまっていないか
	いない
	いる

	15
	発達段階に応じた発問や教材の工夫を心がけているか
	はい
	いいえ

	16
	授業中の私語や反抗的な態度を、子どもだけのせいにしていないか
	はい
	いいえ


（３）部活動顧問として

	17
	自分自身の感情をコントロールし、常に冷静に指導しているか
	はい
	いいえ

	18
	子どもが上達するまで待つゆとりをもって指導しているか
	はい
	いいえ

	19
	面倒を見てやっているという態度で指導していないか
	いない
	いる

	20
	自己の指導技術の向上に努めているか
	はい
	いいえ

	21
	勝利至上主義になっていないか
	いない
	いる


（４）学校全体の教育活動の中で
	22
	必要に応じて校則を見直しているか。また、校則を守らせることだけにあくせくしていないか
	いない
	いる

	23
	あいさつは子どもから先生（大人）にするものという固定観念はないか
	ない
	ある

	24
	気持ちよく勉強のできる環境か。教室、廊下、校庭などにゴミが落ちてないか
	いない
	いる

	25
	日頃より家庭、地域、関係機関との連携をはかっているか
	はい
	いいえ

	26
	教職員自身に言行不一致や子どもの心を傷つける言動はないか
	ない
	ある

	27
	先入観や憶測などで子どもの指導に当たっていることはないか
	ない
	ある

	28
	教職員の体罰や暴力を傍観したり、見過ごしたりしていないか
	いない
	いる

	29
	画一的な指導によって、子どもの主体性や意欲の芽を摘んでいることはないか
	ない
	ある

	30
	生徒指導を一部の教職員に任せていないか。システムとしての生徒指導体制ができているか
	はい
	いいえ

	31
	子どもの人権や、体罰・暴力の防止についての定期的な研修を行っているか。
	はい
	いいえ


（５）障がいのある子どもの指導にかかわって

①子ども理解（障がいの特性等の理解）

	32
	子どもの障がいや特性等を理解しているか
	はい
	いいえ

	33
	子どもの行動の背景やその時の状況、周囲との関係を把握しているか
	はい
	いいえ

	34
	子どもの自傷や他傷等の原因及び起こりやすい状況等を把握しているか
	はい
	いいえ

	35
	様々な障がいを理解するための教職員研修を実施しているか
	はい
	いいえ


②指導の充実（個に応じた指導）

	36
	個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づき、適切な目標を持って指導しているか
	はい
	いいえ

	37
	子どものコミュニケーションの方法を把握しているか
	はい
	いいえ

	38
	子どもが情緒不安定になったときの対応を日常の中でシミュレーションしているか
	はい
	いいえ

	39
	子どもの障がいの特性等に応じた教材・教具を工夫しているか
	はい
	いいえ

	40
	ティームティーチングする場合、複数教職員での指導体制が確立されているか
	はい
	いいえ


③情報の共有（情報の収集と発信）

	41
	保護者の話を十分に聞き、共感するとともに必要な情報を収集しているか
	はい
	いいえ

	42
	連絡帳を利用するなど、保護者と十分な情報交換を行っているか
	はい
	いいえ

	43
	校内に死角となるようなところがないか、常にチェックしているか
	はい
	いいえ

	44
	教職員のヒヤッとしたりハットしたことを整理・蓄積・分析し、活用しているか
	はい
	いいえ

	45
	校内での情報の伝達経路は明確になっているか
	はい
	いいえ


④人間関係の構築（注意しあえる、協力しあえる、切磋琢磨できる）

	46
	ティームティーチングでは、明確に役割分担しているか
	はい
	いいえ

	47
	子どもへの指導や対応について、教職員間で常に協議・検討されているか
	はい
	いいえ

	48
	教職員どうしが自由に意見交換できる雰囲気が校内にあるか
	はい
	いいえ

	49
	コーディネーターを中心とした相談支援体制が構築されているか
	はい
	いいえ


教職員が自分の指導について自己点検を行うことは、教職員としての力量を高め、子どもの個性や長所を生かす積極的な指導につながる。下記の項目をチェックすることにより、日々の教育活動を今一度振り返る。








